
ビ
ア
語
が
書
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
ア
ビ
セ
ン
ナ
、
ア
ベ
ロ
エ
ス
な
ど

の
ラ
テ
ン
名
は
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
、
発
表
で
は
バ
フ
テ
ィ
シ
ュ
ー
、
マ

サ
ワ
イ
ヒ
な
ど
の
名
も
聞
か
れ
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
最
初
に
ア
ラ
ブ
医

学
を
移
植
し
た
の
は
マ
サ
ワ
イ
ヒ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
医
学
者
の
中
で

は
ア
ビ
セ
ン
ナ
が
高
く
評
価
さ
れ
、
エ
ッ
ザ
ハ
ラ
ー
ウ
イ
（
ア
ル
ブ
カ
シ

ス
）
も
重
視
さ
れ
て
い
た
。

国
際
学
会
の
一
面
は
、
他
の
国
々
の
研
究
者
と
の
交
流
に
あ
る
。
私

自
身
、
シ
ン
コ
ー
ナ
の
研
究
で
た
び
た
び
引
用
し
た
論
文
の
著
者
ゲ
ラ

教
授
（
ス
ペ
イ
ン
）
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
し
、
へ
プ
ラ
イ
大
学
の
コ
テ

ッ
ク
教
授
に
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
こ
と
を
質
問
し
て
、
き
び
し
い
が
有
益

な
教
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

会
場
に
出
店
し
て
い
た
書
店
で
ア
ラ
ブ
医
学
・
科
学
史
の
二
、
三
を

入
手
し
た
が
、
ア
ラ
ブ
医
学
史
の
古
典
は
な
か
っ
た
。
店
員
に
聞
い
た

と
こ
ろ
、
左
記
の
照
会
先
を
教
え
て
く
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
ア
ラ
ビ
ア

語
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
現
代
医
学
の
シ
リ
ー
ズ
な

ど
も
出
版
し
て
い
る
。

Ｐ
罰
シ
国
○
両
ｚ
自
刃
国
司
○
罰
冨
両
ロ
胃
○
シ
Ｆ
眉
目
両
刃
シ
自
己
詞
両

弔
．
○
．
ｍ
ｏ
ｘ
圏
誤
』
邑
閨
ｍ
氏
豐
ス
ロ
ョ
筐
弓

学
会
が
終
わ
っ
た
翌
日
、
一
人
で
古
都
カ
イ
ル
ワ
ン
を
訪
れ
た
。
有

名
な
モ
ス
ク
の
二
、
三
を
見
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
郊
外
に
あ
る
イ
ス
ラ

ム
博
物
館
で
、
羊
皮
紙
に
書
か
れ
た
古
い
コ
ー
ラ
ン
の
手
稿
を
初
め
て

見
て
感
激
し
た
。

（
泉
彪
之
肋
）

「
宗
田
文
庫
披
露
式
」
報
告

本
学
会
の
常
任
理
事
に
あ
ら
れ
た
故
・
宗
田
一
先
生
の
ご
蔵
書
が
、

京
都
の
文
部
省
大
学
共
同
利
用
機
関
・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

に
一
括
し
て
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
宗
田
文
庫
披
露
式
が
同
セ
ン
タ
ー
に
て

一
九
九
八
年
九
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
。

宗
田
先
生
は
一
九
八
九
年
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
員
と
し
て

九
六
年
七
月
に
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
研
究
活
動
を
続
け
ら
れ
、
生
前
よ

り
将
来
は
蔵
書
を
同
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
し
て
広
く
公
開
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
希
望
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
遺
志
に
よ
り
、
ご
遺
族
が
自
宅
に
あ
っ

た
蔵
書
類
の
寄
贈
を
申
し
出
、
受
け
取
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
は
松
田
情
客

員
教
授
（
京
都
大
学
教
授
）
を
中
心
に
蔵
書
の
調
査
を
開
始
し
、
本
年
九

月
に
同
セ
ン
タ
ー
編
刊
の
『
宗
田
文
庫
仮
目
録
」
五
八
五
頁
を
完
成
さ

せ
た
。寄

贈
さ
れ
た
の
は
書
籍
一
万
三
千
百
七
冊
、
画
像
資
料
・
古
地
図
な

ど
三
百
六
十
六
点
な
ど
。
室
町
期
の
古
医
書
写
本
か
ら
明
治
期
の
洋
装

本
、
ま
た
各
種
文
言
・
一
枚
刷
・
雑
誌
類
な
ど
が
あ
る
。
分
野
も
漢
方
・

蘭
学
・
洋
学
ほ
か
、
お
よ
そ
日
本
の
医
薬
を
中
心
と
し
た
医
事
文
化
の

全
分
野
に
お
よ
び
、
宗
田
先
生
の
学
問
の
深
さ
と
広
さ
を
反
映
し
て
い

た
。

当
日
の
披
露
式
に
は
同
セ
ン
タ
ー
関
係
者
の
ほ
か
、
本
学
会
や
洋
学

史
学
会
な
ど
各
界
か
ら
の
出
席
者
が
あ
っ
た
。
ご
遺
族
か
ら
寄
贈
目
録

が
河
合
隼
雄
同
セ
ン
タ
ー
所
長
に
手
渡
さ
れ
、
ご
遺
族
の
挨
拶
と
各
代

表
の
祝
辞
の
後
、
同
文
庫
の
調
査
整
理
に
あ
た
ら
れ
た
松
田
情
教
授
よ
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１
広
い
意
味
で
の
薬
を
中
心
と
し
た
、
十
五
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
五

百
年
に
わ
た
る
日
本
医
療
文
化
史
の
一
大
宝
庫
。

２
一
次
資
料
を
中
心
と
し
て
、
研
究
ノ
ー
ト
・
研
究
書
・
雑
誌
が
同

心
円
状
に
見
事
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
一
冊
一
冊
、
一
点
一
点

に
先
生
の
目
が
入
っ
て
い
る
。
実
証
的
な
厳
し
い
学
風
を
自
ら
に
課
し

た
学
者
の
蔵
書
と
し
て
、
ま
さ
に
「
文
庫
」
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
に

価
す
る
。

３
宗
田
資
料
（
和
本
コ
ピ
ー
・
論
文
抜
き
刷
り
・
ノ
ー
ト
類
）
は
研
究
資

料
と
し
て
、
後
進
の
研
究
者
に
多
大
の
利
便
を
供
す
る
。

当
講
演
の
あ
と
宗
田
文
庫
貴
重
品
の
展
示
と
解
説
、
ま
た
同
セ
ン
タ

ー
図
害
館
に
設
置
さ
れ
た
宗
田
文
庫
の
回
覧
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
な
お

同
文
庫
の
目
録
は
仮
目
録
の
た
め
印
刷
部
数
が
少
な
く
、
当
日
の
参
加

者
に
配
布
さ
れ
た
の
み
で
、
一
般
へ
の
販
売
・
配
布
は
さ
れ
な
い
。

し
か
し
宗
田
先
生
の
ご
蔵
書
は
こ
う
し
て
国
有
財
産
と
な
っ
た
た

め
、
今
後
は
同
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
れ
ば
誰
で
も
公
開
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
本
学
会
に
と
っ
て
も
一
大
慶
事
で
あ
り
、
学
会
各
位
が
広

く
利
用
さ
れ
る
な
ら
、
宗
田
先
生
も
地
下
で
さ
ぞ
や
慶
ば
れ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
（
真
柳
誠
）

庫
の
特
色
を
次
の
三
点
に
要
約
し
て
い
る

り
「
宗
田
文
庫
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
な
さ
れ
た
。

当
講
演
で
は
寄
贈
の
経
緯
お
よ
び
文
庫
の
概
要
が
説
明
さ
れ
、
同
文
来
来
米
紹
介
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米

荒
井
保
男
杵

『
続
・
医
の
名
言
』

荒
井
保
男
著
『
医
の
名
言
』
が
約
三
年
前
に
発
刊
さ
れ
、
私
も
本
誌

第
四
十
二
巻
第
一
号
に
書
評
を
書
い
て
お
い
た
。
今
回
そ
の
続
編
が
上

梓
さ
れ
た
の
で
紹
介
す
る
。

続
編
も
前
編
を
踏
襲
し
て
、
三
十
五
項
目
の
人
物
ま
た
は
記
事
が
搭

載
さ
れ
て
い
る
。
史
記
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
医
心
方
、
曲
直
瀬
道
三
、

シ
モ
ン
ズ
は
例
外
と
し
て
前
、
続
両
編
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

全
く
別
の
視
点
か
ら
書
か
れ
て
い
る
の
で
新
鮮
味
が
あ
る
。

著
者
自
ら
が
両
者
の
「
あ
と
が
き
」
に
述
べ
て
い
る
通
り
、
「
医
の
名

言
」
は
先
人
の
苦
闘
と
苦
悩
の
間
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
け
に
、
味
わ

え
ば
味
わ
う
ほ
ど
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
い
わ
ば
こ
れ
が
本
書
の

心
臓
部
、
す
な
わ
ち
珠
玉
で
あ
る
。
名
言
に
は
古
語
が
多
い
の
で
、
著

書
は
ル
ビ
を
付
し
て
、
詳
し
い
注
釈
を
加
え
読
者
の
理
解
を
便
に
し
て

い
る
。『

黄
帝
内
経
素
問
」
に
は
「
聖
人
は
す
で
に
病
み
た
る
を
治
せ
ず
、
未

だ
病
ま
ざ
る
を
治
す
」
と
い
う
名
言
が
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
医
学
の
根

本
で
あ
り
、
現
代
の
予
防
医
学
の
思
想
で
あ
る
。

「
医
心
方
」
発
刊
の
数
奇
な
運
命
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
医
の
名
言
」

と
し
て
「
医
心
方
」
の
白
眉
で
あ
る
十
二
の
少
を
行
う
こ
と
が
養
生
の
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